
 

 

 

 

   

 

 

 

   9月 25日（木）・26日（金）に修学旅行に行ってきました。当日の朝は、大雨でしたが、 

  午後からは晴天の下で楽しく見学することができました。誰一人、怪我や病気をすることなく 

  無事に帰ってくることができました。保護者の皆様、修学旅行の準備等にご協力くださり本当に 

  ありがとうございました。 
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               お知らせとお願い 

 
 

● 10月23日（木）には、卒業アルバムの撮影があります。今回は、学年写真・

クラス写真・授業風景の3つを撮影します。児童の服装は、下記のもので揃え

たいと思います。よろしくお願いいたします。なお、撮影は2時間目から開始

する予定です。 

 

        服装：長袖ポロシャツ・名札・黒か紺のソックス 

  

  ● 最近、学用品以外の不要な物を学校に持ってくる児童が見受けられます。 

不要物の持ち込みは、授業への集中を妨げたり、紛失・破損などのトラブルの

原因となったりすることがあります。つきましては、お子さまが 学習に必要

な物以外を学校に持ってこないようご家庭でもご指導をお願いいたします。安

全で落ち着いた学校生活を送るために、引き続きご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

    

   子ども達は、修学旅行の中で、お家の人への感謝の気持ちに気付いたり、友情をさらに深めたりすること  

ができました。子ども達の学びを行事までで終わりにするのでなく、その後の成長に繋げていきたいと思い

ます。その為にも、日々の学校生活を大切にしていきたいと思います。残り半年の小学校生活をみんなが安

心・安全に過ごせるよう担任団が一丸となって頑張ってまいります。保護者の皆様も、よろしくお願いいた

します。 

 

 

 お子さんが、漫画やシール帳、飴等、学校生活に必要のない 

ものを持って行ってないか今一度ご確認ください。 

 また、前髪を整えるための整髪剤などもご家庭での使用にとどめ、

学校には持参しないようにお声掛けください。 

  

 ● 最初の見学地の二条城は、まだ学習していない場所でしたが、ガイドの方の話を聞

いたり、鴬張りの廊下を歩いたりすると、社会の勉強で習うのが楽しみになりました。 

 ● 今回の修学旅行で、お金の使い方の勉強にもなりました。見学地やホテルで 

  は、マナーを守って過ごすことの大切さに気付きました。 

 ● 今度は、家族で旅行に行って、私がガイドしてみたいです。 

 ● 修学旅行に行く前は、行きたくないなと思っていて、「休もうかな。」とも思っていま

した。でも、修学旅行が終わってみて、「本当に行ってよかったな。」という気持ちにな

りました。 

 ● 私は、副班長だったので、夜の自由時間に班長・副班長会に出ないといけなかった

ので、友達と話す時間が少なくなりました。でも、役割を果たすことの大事さと友達

と過ごせるありがたさに気付いた気がします。 

 ● 清水寺や海遊館などのはぐれやすい場所では、班全員が一人ひとりのことを気に掛け

ていて、誰一人はぐれることなく見学できました。 

 ● 班行動を少し不安に思っていたけど、みんなが見たいところをそれぞれ順番に見る

ことができました。 

 ● 初めて友達と一緒に寝るまで過ごしました。ちょっとドキドキしたけれど、とても 

  楽しかったです。また、みんなで行きたいなと思いました。 

 ● 家に帰ってお母さんにお土産のジンベイザメのコップを渡すととても喜んでくれて 

  うれしかったです。 

 ● 修学旅行のバスから学校が見えた時、とてもさみしい気持ちになって、「このまま 

  ずっと続いたらいいな。」と思いました。 

 ● 修学旅行が終わって間もないですが、友達と見学地を見たり、たくさん笑ったりし

ていた時間は、一生の思い出になるだろうと思っています。 

 ● １泊２日が３時間ぐらいに感じるほど、ずっと楽しかったです。これからもまた、

みんなと思い出をつくれると思うと残り半年も楽しみになりました。 

 ● 私は、修学旅行実行委員になって、帰りの解散式の司会をしました。間違えずに、

大きな声で言えるように何度も練習しました。本番も、大きな声で、言うことができ

て、安心しました。 


